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対象ツール

表構造解析とその評価

背景・目的
①機械判読可能な形式に変換する際の課題を明らかにする。(Q7-20)
②各ツールの表構造認識の精度を評価するためのベンチマークTOITAを構築する。(Q7-14)
③ベンチマークTOITAを用いて各表抽出ツールの性能を比較・評価する。

本研究の目的　表構造認識ベンチマーク TOITAを用いて主要企業の表抽出ツールの性能を比較・評価する 。

農業分野では情報提供の手段として表形式を含むPDF文書が多く活用される。しかし複雑なレイアウト表現が用いられている場合、これらのデー
タを正確に抽出することは困難となる。一方、AI技術の進歩により複雑なレイアウトや多言語に対応する表構造認識ツールが開発されている。

評価方法 表構造認識ベンチマーク TOITAを用いて各表抽出ツールの性能評価を行う。
セル構造とセル内容それぞれの抽出精度について、GriTSを用いて評価を行う。

TOITAベンチマーク
長崎県農業基準技術文書をベースとした各ツールの表構造認識の精度を
評価するための正解データセットと評価ベンチマーク。(詳細はQ7-14参照)

GriTS

GriTS Topology(GriTS Top)：セル構造の評価指標。
表構造認識の評価手法として使用する。（詳細はQ7-14参照）

GriTS Content（GriTS Con）：セル内容の評価指標。

以下の表構造認識ツールの性能評価を行う。

Yomitokuが最良スコア
・出力がセル結合の情報を含んだHTML形式である。
・日本語文書に特化したツールである。

大半のツール
構造認識＞内容認識（半分以下の差） 

img2table
構造認識＞内容認識（半分以上の差）
→OCRの処理を複数ライブラリから選択して適用することが
できる（本研究ではtesseract-ocrを使用）ため。

AzureDocuentIntelligence,Nanonets
構造認識の差はないが、内容認識に多少の差がある。

PDFや画像など固定フォーマット文書を入力として、

表情報を再構築して別フォーマットで出力する機能である。

表構造認識

表の検出 表構造の認識 表データの抽出

！ 本ツールのGriTSConはOCRライブラリの性能に依存する。

構造認識の評価 内容認識の評価

農業の技術継承の課題解決のため、農業基準技術文書に含まれる表を PDF形式から機械判読可能な形式へ変換する。

・End-to-End型ではない。
・企業向けであり個人利用が対象外である。
・表の範囲選択をユーザーに依存している。

対象ツール

・日本語対応である。
・表構造認識の3つのプロセスを統合的に実行可能な
　End-to-End型ツールである。

採用

不採用

PDF CSV

入力：TOITAベンチマークに
　　　含まれるPDF

正解：PDFから人手で作成された表

出力：表構造認識ツールによる抽出結果

比較

評価

PDFからの表構造認識解析が可能なツール一覧

評価結果


